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天
蚕
糸
を
用
い
た
新
商
品
を
、
服
飾
系
専

門
学
生
た
ち
と
協
力
し
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
集
大
成
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
学
生
が
半
年
か

け
て
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
を
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

日 
２
月
25
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

場 
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
多

目
的
交
流
ホ
ー
ル

提 
50
人
（
当
日
先
着
順
）　
申 
不
要

他 
審
査
会
の
開
催
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 
観
光
課

71
・
２
０
５
３

安
曇
野
市
防
災
講
演
会

「
３・11
東
日
本
大
震
災 

そ
の
時
、地
域
は
！
」

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
活
動
さ
れ
た

「
災
害
伝
承
語
り
部
」
を
講
師
に
迎
え
、
当

時
の
体
験
や
災
害
時
の
教
訓
な
ど
を
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

日 
２
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

※
午
後
１
時
15
分
開
場

場 
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

費 
無
料　
定 
２
５
０
人
（
先
着
順
）

申 
１
月
23
日
（
月
）
か
ら
２
月
17
日
（
金
）

Ｃ
Ｏ
Ｔ（
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）キ
ッ
ズ
教
室

　
運
動
が
苦
手
な
子
も
楽
し
く
身
体
を
動
か

す
こ
と
に
特
化
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日 
２
月
18
日
（
土
）
～
３
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
・
全
５
回

場 
穂
高
公
民
館
講
堂　
対 
小
学
１
～
３
年
生

講 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ　
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

費 
７
５
０
円
（
５
回
分
）　
定 
30
人
（
抽
選
）

申 
２
月
１
日
（
水
）
ま
で
に
左
記
２
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
電
話
で

問 
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

71
・
２
４
６
７

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

日 
２
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場 
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
多

目
的
交
流
ホ
ー
ル

対 
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上

講
浅
野
博
亮
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本

代
表
・
安
曇
野
市
出
身
）

演
題　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
の
経
験

か
ら
、
令
和
の
ス
ポ
ー
ツ
と
そ
の
伝
え
方

を
考
え
る

費 
無
料　
定 
50
人
（
先
着
順
）

申 
１
月
23
日
（
月
）
か
ら
左
記
２
次
元
コ
ー

ド
ま
た
は
電
話
で

問 
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

71
・
２
４
６
７

に
申
込
書
を
危
機
管
理
課
へ
直
接・郵
送・

電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
。
申
込
書
は
同
課
窓
口
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

提 
〒
３
９
９
︲
８
２
８
１
（
住
所
不
要
）

危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当
宛
て

kikikanri@
city.azum

ino.nagano.jp

72
・
６
７
３
９

問 
危
機
管
理
課

71
・
２
１
１
９

第
３
回
自
然
観
察
会

　
筌う

け

を
使
っ
た
カ
ジ
カ
漁
な
ど
の
伝
統
漁
法

を
通
し
て
、
犀
川
や
高
瀬
川
の
河
川
・
水
環

境
を
学
び
ま
す
。

日 
２
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場 
高
瀬
川
（
明
科
）

対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

講 
犀
川
漁
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ん

費 
無
料　
定 
30
人
程
度
（
抽
選
）

申 
１
月
23
日
（
月
）
か
ら
２
月
２
日
（
木
）

に
左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
電
話
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
環
境
課

71
・
２
４
９
２

安
曇
野
あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」
の
催
し

料
理
教
室　

お
家
で
作
れ
る
手
延
べ
う
ど
ん

日 
２
月
５
日
（
日
）・
22
日
（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

体
験
教
室　

燻く
ん
せ
い製
作
り
体
験

日
 

２
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

共
通
事
項

場 
え
べ
や　
講 
え
べ
や
ス
タ
ッ
フ

費 
１
５
０
０
円　
定 
各
10
人
（
先
着
順
）

持 
エ
プ
ロ
ン
な
ど

申 
１
月
24
日
（
火
）
か
ら
「
え
べ
や
」
へ
電

話
で
（
88
・
６
２
７
５ 

受
付
は
月
曜

日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
正
午
。
キ
ャ
ン

セ
ル
は
２
日
前
ま
で
）

他 
子
ど
も
同
伴
で
の
参
加
も
可

問 
農
政
課　

71
・
２
４
３
０

み
そ
づ
く
り
体
験

　
安
曇
野
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
作
る
麹こ
う
じと
安

曇
野
市
産
大
豆
で
み
そ
を
作
り
ま
す
。

日 
３
月
13
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）

13
日　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

14
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

15
日　
午
前
９
時
～
正
午

場 
豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー

対 
３
日
間
続
け
て
参
加
で
き
る
市
民

講 
同
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

費 
持
ち
帰
り
用
み
そ
10
㎏
あ
た
り
３
５
０
０

円
（
20
㎏
ま
で
持
ち
帰
り
可
）

定 
10
人
（
先
着
順
）

持 
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
マ
ス
ク
・
持
ち

帰
り
用
の
段
ボ
ー
ル

申 
１
月
23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）・
27
日

（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
に
豊
科
農

産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
電
話（
73・

９
５
５
０
）で

問 
農
政
課

71
・
２
４
３
０

講師　島田福男さん
◎プロフィル
　仙台市連合町内会長会会長を務め、仙台
市全体の町内会の諸課題への対応と市との
連携に尽力されている。東日本大震災での
教訓をもとにした実践的な防災訓練や避難
所運営訓練を主導するほか、消防庁から「災
害伝承語り部」に任命され、全国で講演な
どを行っている。

利用者区分 1回 回数券
（11回分）

定期券
（1カ月分）

バーチャル室のみ
一般 400円 4,000円 2,500円

高校生・65歳以上 300円 3,000円 2,000円

トレーニングルーム・
バーチャル室共通券

一般 800円 8,000円 5,000円

高校生・65歳以上 500円 5,000円 3,500円

バーチャル室利用のご案内

ボクササイズ、エアロビクス、ヨガ、トランポリン、体幹
トレーニング、高齢者向けフィットネスなどのプログ
ラムが連続開催されます。会員登録が必要です。
時 9：00～21：00　２時間制　費 右表のとおり
定 20 人　持 室内シューズ、身分証明書、マスク
問 ANC アリーナ　TEL 73・1600

※身体障害者手帳をお持ちの人は、利用料金が半額となります。
※中学生以下は利用できません。
※バーチャル室のみの利用は、トレーニング室初回講習会の受講は

不要です。

車椅子マークの付いた駐車スペースは
障がいのある人のためのスペースです

　駐車場などで見かけるこのマーク。これは、車椅子
の人だけが使えるということではありません。電車の
優先席と同様に、高齢者や妊産婦、移動に不自由が
ある人などが止めることができる駐車スペースを意味し
ます。
使いたい人が使える環境であるため、皆さんご協力く
ださい。

信州パーキング・パーミット（障がい者等用専用駐車
場利用証）制度のご案内

　この制度は、車椅子マークの付いた駐車場などの障
がい者等用駐車区画を適正に利用するため、障がいの
ある人や高齢者、妊産婦など移動に配慮を要する人へ、
県内共通の「利用証」を長野県が交付する制度です。
　利用証は申請者の状況に応じ、「車いす使用者の利
用証」または「車いす使用者以外の利用証」が交付さ
れ、この制度に賛同する施設の案内表示がある区画
で利用できます。
申請方法
申請窓口が複数ありますので、該当する課へご連絡く
ださい。 詳しい申請方法をご案内します。

▷障害者手帳をお持ちの人、難病の人、けが等で身
体に不自由がある人　

→障がい者支援課　TEL71・2251　℻71・2328
▷介護保険の要介護状態区分が要介護1以上の人
→高齢者介護課　TEL71・2472　℻71・2328
▷妊婦と2歳未満の子どもがいる人
 →健康推進課　TEL71・2471　℻71・2328
その他
詳細は長野県Ｈ

ホームページ

Ｐ（右記）をご覧ください。

車いす使用者用利用証 車いす使用者以外の利用証

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室


